研究発表　『佳人之奇遇』における范卿という人物をめぐって by 陳 華栄




















































































































































































































































































































－ 12 － － 13 －
しかしながら、名前の設定において、中国の習慣を違反し、日本の要素が含ま
れていることがわかる。また、明朝遺臣という身分の設定においても筋の通じ
ない点がある。
　訳文においての范卿の人物像は大きな変容を遂げた。それによって、訳文の
読者と原文の読者が受け取るこの小説の内容はかなり違うものだと容易に想像
できるだろう。このようなことは訳者による削除や改作などの翻訳という手段
によって実現されたのであると言えよう。
　翻訳する時、どのようなテクスト、言語でもそのまま逐一置き換えることは
できないが、原文に忠実にそのまま翻訳するのではなく、このように多く改作
を行うのは適切だろうか。どのような翻訳が良い翻訳なのか、様々な定義や評
価基準がある。読者への配慮は、范卿のイメージが変わった原因の一つになっ
ていると考えられるが、訳者の主体性という要素にも注意すべきであろう。梁
啓超は『佳人之奇遇』の訳序で述べたように、彼が『佳人之奇遇』を翻訳する
のは、政治小説を利用し、国民への思想的啓蒙を図っているためである。故に、
彼は翻訳という手段を通し、范卿という人物について改作を行い、不都合な原
作の人物を美化した後に再利用して、自分の目的を達成させているのではない
だろうか。
【注】
1  愛蘭島人のことを指す。
2  翻訳は筆者による。以下同。
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＊討論要旨
　谷川恵一氏は、范卿の話を聞いて幽蘭が冷たく無視したという解釈について、原文では無視したと直
接は読めない気がするため、幽蘭の反応についてもう少し丁寧な説明がほしいと述べた。また、「清人」
という表現について、『佳人之奇遇』は支那や中国といった言葉は使わない傾向にあり、梁啓超はそれ
と違うタームでこの語を使っていることに触れ、これは民族問題的な要素がある可能性、すなわち清朝
の支配民族としての清人と漢民族とを『佳人之奇遇』は恐らく区別して書いていると考えられる一方、
梁啓超の翻訳はそれと異なっているのであり、その点を明確にした方が良いのではないかと質問した。
発表者は、范卿が自分の生い立ちについて話したのは幽蘭の要望に応じる形だったにも関わらず、幽蘭
は自分の聞きたかったことに何の反応も示さず、むしろ感動して泣いた東海散士を慰めていることか
ら、清人よりも日本人を重視しているように感じたため、差別化されていると思う、と回答した。それ
を受けて谷川氏は、『佳人之奇遇』は侵略してきた清朝と明、という対立軸で作品を書いていることか
らすると、「清人」はナショナリティではなく、民族の問題の可能性があると感じたので、その辺りを
整理した方が良いのではないか、と改めて指摘した。
